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『
バ
ブ
ル
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
世
界
シ
ス
テ
ム
の
一
本
化
の
う
ね
り

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
が
、
固
有
の
文
化
や
制
度
、
人
間
の
価
値
観

を
維
持
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
生
じ
る
矛
盾
と
乖
離
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
み
出
す

物
語
で
あ
る
』 

バ
ブ
ル
・
日
本
迷
走
の
原
点
（
永
野
健
二
） 

 

二
〇
一
二
年
十
二
月
の
総
選
挙
勝
利
か
ら
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

デ
フ
レ
脱
却
が
最
大
目
標
。
こ
こ
で
肝
に
銘
じ
て
お
か
な
い
と
恐
ろ
し
い
の
は
、

デ
フ
レ
へ
の
対
処
が
、
将
来
の
バ
ブ
ル
経
済
の
芽
と
な
る
こ
と
で
、
へ
そ
の
緒
は

繋
が
っ
て
い
る
事
実
で
し
ょ
う
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
資
本
主
義
の
歴
史
は
、
バ

ブ
ル
と
デ
フ
レ
の
循
環
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
は
明
治
以
来
、
『
資
本
主

義
』
と
『
日
本
の
文
化
』
の
間
で
、
巧
み
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
歩
き
始
め
ま
し

た
。
（
資
本
主
義
の
強
欲
さ
を
日
本
的
に
抑
制
） 

 

永
野
氏
の
分
類
が
面
白
い
で
す
。 

① 

渋
沢
栄
一
資
本
主
義
（
義
利
合
一
） 

② 

欧
米
型
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
福
沢
諭
吉
） 

③ 

財
閥
資
本
主
義
（
岩
崎
弥
太
郎
） 

 

八
十
年
代
バ
ブ
ル
で
見
え
た
の
は
、
日
本
独
自
の
政
・
官
・
民
の
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
が
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ
去
っ
て
腐
敗
す
る
姿
で
し
た
。
私
は
ま
だ
生
ま
れ
て

い
な
い
の
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
七
十
年
代
の
ニ
ク
ソ
ン
・
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
点
で
、
世
界
経
済
の
骨
組
み
が
大
き
く
変

化
し
て
い
た
事
実
で
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
金
融
自
由
化
（
カ
ジ
ノ
化
）
の

大
道
で
す
。
日
本
は
こ
の
新
し
い
道
を
回
避
し
ま
し
た
。
新
規
参
入
の
少
な
い
規

制
に
守
ら
れ
た
社
会
。
し
か
し
戦
争
に
負
け
、
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
衣
食
住 

   

を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
専
念
し
た
時
代
の
人
達
の
ご
苦
労
は
感
謝
す
る
べ
き
で

す
。（
私
の
父
で
な
く
祖
父
の
方
々
で
す
） 

 

構
造
改
革
の
痛
み
を
先
送
り
し
た
た
め
、
残
さ
れ
た
力
は
、
土
地
と
株
に
振
り

向
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
起
き
た
こ
と
は
重
大
な
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

日
本
人
の
気
質
を
変
え
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
人
々
の
価
値
観
の
破
壊
、
金

が
す
べ
て
、
ま
じ
め
に
働
く
こ
と
が
割
に
合
わ
な
い
感
覚
で
す
。
私
が
高
校
時
代
、

【
真
面
目
】
と
い
う
言
葉
は
揶
揄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

マ
ク
ロ
の
視
点
で
は
、
『
長
期
的
に
は
市
場
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
』
厳

し
い
事
実
で
す
。 

  

ミ
ク
ロ
の
視
点
、
刻
々
と
過
ぎ
去
る
個
人
の
日
々
の
流
れ
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
、

い
や
Ａ
Ｉ
を
道
具
に
し
て
い
る
毎
日
、
た
ま
に
筆
を
持
つ
と
、
『
何
と
い
う
字
を

書
く
の
だ
、
も
っ
と
美
し
く
』
と
年
配
の
人
達
か
ら
叱
ら
れ
ま
す
。
わ
が
社
の
社

長
は
も
と
山
一
証
券
に
い
た
人
で
、
そ
ろ
ば
ん
を
気
楽
に
弾
い
て
い
ま
す
。
『
数

字
の
確
か
さ
は
そ
ろ
ば
ん
が
一
番
確
か
だ
』
と
い
う
独
断
と
偏
見
が
あ
り
ま
す
。

そ
ろ
ば
ん
を
使
う
の
は
日
本
人
だ
け
（
？
）
だ
か
ら
、
そ
の
脳
力
は
貴
重
だ
そ
う

で
す
。
指
を
使
う
の
で
健
康
に
も
良
い
。
私
の
父
が
札
幌
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、

そ
ろ
ば
ん
を
賛
美
し
始
め
ま
し
た
。
小
学
生
の
低
学
年
に
必
ず
徹
底
的
に
覚
え
さ

せ
る
の
は
、『
論
語
』
の
素
読
、『
小
倉
百
人
一
首
』
の
暗
記
、
そ
れ
に
加
え
る
に
、

『
そ
ろ
ば
ん
』
の
訓
練
、
と
相
成
り
ま
し
た
。
札
幌
で
、
そ
ろ
ば
ん
日
本
一
に
輝

い
た
実
績
の
あ
る
高
橋
百
年
美
さ
ん
に
出
会
っ
た
ら
し
い
。 

そ
ろ
ば
ん
と
関
係
し
ま
す
が
、
年
々
驚
き
が
高
ま
っ
て
い
く
の
が
【
バ
ラ
ン
ス

そ
ろ
ば
ん
と
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト 
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シ
ー
ト
】
の
存
在
価
値
で
す
。 

 
月
々
の
推
移
表
、
二
期
比
較
損
益
計
算
書
、
二
期
比
較
原
価
報
告
書
、
二
期
比

較
貸
借
対
照
表
の
分
析
の
面
白
さ
が
、
年
々
高
ま
り
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
会
社
と

い
う
船
舶
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
航
路
に
沿
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
、

必
要
な
負
荷
が
ど
の
く
ら
い
で
、
と
、
あ
ら
ゆ
る
こ
ま
ご
ま
し
た
諸
要
素
が
明
瞭

に
な
っ
て
い
く
、
緊
張
感
の
あ
る
船
橋
・
操
舵
室
に
い
る
感
触
で
す
。
頭
の
先
か

ら
足
の
先
ま
で
、
Ｘ
線
で
映
し
出
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
学
生
の
ひ
と
り
生
活
、
主
婦
の
家
計
簿
に
も
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

 

い
ま
格
差
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
累
進
課
税
を
強
化
し
、

お
金
の
あ
る
（
入
る
）
ひ
と
や
大
会
社
は
税
金
を
多
く
払
い
、
入
金
の
少
な
い
方
々

に
は
税
金
を
安
く
し
て
購
買
力
を
削
ら
な
い
方
向
に
も
っ
て
い
く
、
こ
う
い
う
基

本
の
ベ
ク
ト
ル
を
、
日
本
人
の
【 

和 

】
の
精
神
で
す
べ
て
の
人
々
が
共
有
し
、

バ
ブ
ル
で
失
っ
た
何
か
を
復
活
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 
 

 

（
了
） 

 

附 

編
集
部
の
人
が
お
薦
め
本
を
一
冊
と
い
う
こ
と
な
の
で
、 

―
―

関
大
徹
『
食
え
な
ん
だ
ら
食
う
な
』
ご
ま
書
房
新
社
（
二
〇
一
九
年
五
月
刊
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

【
編
集
部 

付
記
】（
敬
称
略
） 

 

●
永
野
健
二
著
『
バ
ブ
ル
：
日
本
迷
走
の
原
点 

1
9
8
0
-
1
9
89

』（
新
潮
社
、
二
〇
一
六
年

十
一
月
二
十
日
刊
、
翌
年
に
か
け
て
数
刷
を
重
ね
、
二
〇
一
九
年
五
月
か
ら
は
新
潮
文
庫

で
発
売
中
）。 

・
単
行
本
の
「
帯
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ 

ー
ー 

「
住
友
、
興
銀
、
野
村
、
山
一
・
・
・

日
本
を
壊
し
た
「
真
犯
人
」
は
誰
か
。
バ
ブ
ル
の
最
深
部
を
取
材
し
た
「
伝
説
の
記
者
」

が
初
め
て
明
か
す
〈
バ
ブ
ル
正
史
〉。
こ
の
歴
史
を
学
ば
ず
し
て
日
本
の
未
来
は
な
い
」 

・
文
庫
の
「
帯
」
の
謳
い
文
句 

ー
ー 

「
株
価
と
地
価
の
「
大
狂
乱
」
は
日
本
人
の
何

を
壊
し
た
か
？ 

「
失
わ
れ
た
二
十
年
」
を
招
い
た
あ
の
時
代
を
、
「
伝
説
の
記
者
」
が

振
り
返
る
。〈
平
成
〉
経
済
興
亡
史
の
決
定
版
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
必
読
の
書
！
」 

・
著
者
永
野
健
二
は
現
在
、
日
本
経
済
新
聞
社
顧
問
。
一
九
四
九
年
生
、
京
大
経
済
学
部

卒
。
一
九
九
一
年
か
ら
四
年
間
経
団
連
会
長
を
務
め
た
永
野
健
（
た
け
し
）
の
二
男
。
健

の
父
護
（
ま
も
る
）
の
弟
が
永
野
重
雄
。
永
野
健
二
は
上
記
の
著
作
を
出
版
後
、
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
（J

N
P
C

）
で
自
著
の
内
容
を
め
ぐ
る
講
演
を
行
な
っ
た
（Y

o
u
T
u
be

で
講
演
と

質
疑
応
答
と
全
て
視
聴
、
可
。Y

o
u
Tu
b
e

投
稿
日2

01
7
.3
.
16

）。 
 

 

 

●
山
一
證
券
株
式
会
社
は
一
九
九
七
年
十
一
月
に
一
〇
〇
年
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
、
重
要

社
内
資
料
を
東
大
経
済
学
部
付
属
図
書
館
に
寄
贈
し
た
。
そ
の
後
同
資
料
は
同
学
部
伊
藤

正
直
教
授
に
よ
る
編
集
の
下
、
極
東
書
店
が
出
版
・
発
売
中
で
あ
る
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
版
と
オ
ン
ラ
イ
ン
版
と
）
。
巨
大
証
券
会
社
の
「
全
生
涯
」
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な

〈
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
〉
と
し
て
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
で
も
話
題
と
な
っ
た 

 

●
岩
沢
靖
（
い
わ
さ
わ
・
お
さ
む
）
。
上
記
永
野
健
二
の
著
作
の
「
第
一
章 

胎
動
」
の

「
２
」
に
、「
札
幌
を
地
盤
に
業
容
を
広
げ
た
北
海
道
の
地
場
の
実
業
家
」「
政
商
」
の
岩

沢
靖
が
仕
手
株
戦
に
の
め
り
こ
ん
だ
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。
永
野
は
触
れ
て
い
な
い
が
、

こ
の
政
商
は
札
幌
大
学
の
初
代
理
事
長
で
も
あ
っ
た
。 


